
注意

安全上のご注意

安全上の要点

使用上の注意

●警告表示

正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、時に軽傷・中程度の傷害を負ったり、あ
るいは物的損害を受ける恐れがあります。

注意

ピンNo.
DI1
DI2
DI3
DI4
DI5
DI6
DI7
DI8
DI9
DI10
DI11
DI12
DI13
DI14
DO1

信号名
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7
D8
D9
CLR
SEL
SAVE
TRIG1
TRIG2
ERR

信号の方向
入力
入力
入力
入力
入力
入力
入力
入力
入力
入力
入力
入力
入力
入力
出力

最小入力期間(ms)

0.5
（＊3）

0.02
0.02
－

機能
調光データ1bit目（最下桁）
調光データ2bit目
調光データ3bit目
調光データ4bit目
調光データ5bit目
調光データ6bit目
調光データ7bit目
調光データ8bit目
調光データ9bit目（最上桁）
エラー状態解除入力。OFF（解放）⇒ONのタイミングでエラー状態を解除
調光ＣＨ選択入力。OFF（解放）で1CH、ONで2CHを指定
入力ONで調光データを有効にする。（＊4）
CH1の照明発光トリガ信号を入力（＊1）（＊2）
CH2の照明発光トリガ信号を入力（＊1）（＊2）
エラー発生時にON

ピンNo.
1
2
3
4

信号名
TRIG1
TRIG2
24VDC
0V

信号の方向
入力
入力
入力
入力

機能
CH1の照明発光トリガ信号を入力（＊１）（＊2）
CH2の照明発光トリガ信号を入力（＊１）（＊2）
電源電圧（24VDC）を入力
電源電圧（0V）を入力

項目
出力回路

入力回路

NPNタイプ（形FL-STC20/10）
NPNオープンコレクタ　DC30V 50mA max.

ON時：残留電圧1.2V以下
OFF時：漏れ電流0.1mA以下
ON時：0V短絡または1.5V以下

OFF時：開放（漏れ電流0.1mA以下）

PNPタイプ（形FL-STC25/15）
PNPオープンコレクタ　50mA max.

ON時：残留電圧1.2V以下
OFF時：漏れ電流0.1mA以下

ON時：電源電圧短絡または電源電圧－1.5V以下
OFF時：開放（漏れ電流0.1mA以下）

● 警告表示の意味

故障や発火の恐れがあります。
定格電圧を越えて使用しないでください。

機器を分解することで、感電などの障害が
起こる可能性を示します。

破裂の恐れがあります。
AC電源では絶対に使用しないでください。

以下に示すような項目は安全を確保する上で必要なことで
すので必ず守ってください。

■設置環境について
・引火性、爆発性ガスの環境では使用しないでください。
・操作や保守の安全を確保するため、高電圧機器や動力機器
から離して設置してください。

■電源および配線について
・定格電圧(21.6～26.4V、リップル含む)を越えて使用しない
でください。

・電源の逆接続および交流電源への接続はしないでください。
・オープンコレクタ出力は、負荷を短絡させないでください。
・高圧線、動力線と当製品の配線は別配線としてください。
同一配線あるいは同一ダクトにすると誘導を受け、誤動作
あるいは破損の原因になることがあります。

・配線やコネクタを着脱するときは、必ず電源を切ってから
行ってください。

■その他
・原子力や人命に関わる装置などの安全回路には使用しない
でください。

・本体の分解、修理、改造、加圧変形、焼却などは絶対にし
ないでください。

・廃棄するときは、産業廃棄物として処理してください。
・万が一、異常を感じたときには、すぐに使用を中止し、電
源を切った上で、当社支店・営業所までご相談ください。

■法規と規格
  本製品は、以下の規格に準拠しています。
     EN規格（ヨーロッパ規格） EN61326-1
     Electromagnetic environment : Industrial electromagnetic   
     environment
     (EN/IEC 61326-1 Table 2)
  また本製品は、イミュニティ試験において、以下の条件を適
用しています。

   ：照明の明るさが10％以内で変動する可能性があります。

製品が動作不能、誤動作、または性能・機器への悪影響を
防ぐため、以下のことを守ってください。

■設置場所について
次のような場所には設置しないでください
・周囲温度が定格の範囲を越える場所
・温度変化が急激な場所
・相対湿度が35～85%RHの範囲を超える場所
・腐食性ガス、可燃性ガスがある場所
・塵埃、塩分、鉄粉がある場所
・振動や衝撃が直接加わる場所
・強い外乱光（レーザ光、アーク溶接光など）があたる場所
・直射日光があたる場所や暖房器具のそば
・水、油、化学薬品の飛沫がある場所
・強磁界、強電界がある場所

■電源および配線について
・照明を接続し、本製品の入出力線を配線後に電源を供給
してください。
・電源ラインにサージがある場合、使用環境に応じてサー
ジアブソーバを接続してご使用ください。
・配線後は電源を投入する前に、電源の正誤、負荷短絡な
どの誤接続の有無、負荷電流の適否について確認を行っ
てください。誤配線などで故障するおそれがあります。
・配線には同種のシールドケーブルをご使用ください。ま
た照明からのコード延長には別売の延長ケーブル(形
FL-XC□(Ｒ))をご使用下さい。

■保守点検について
・操作・保守の安全性を確保するため、高圧機器や動力機
器から離して設置してください。
・本体やケーブル、端子台の着脱を行う場合は、必ず電源
を切ってから作業をしてください。
・清掃には、シンナー、ベンジン、アセトン、灯油類は使
用しないでください。

（2）2CH接続タイプの
場合

（1）1CH接続タイプの
場合

1CH表示マーク

（1）取付け時
１.コネクタ側のツメをDINレールに引っかける
２.入出力コード側のフックが”カチッ”と音がす
るまでDINレールに押込む

■ネジによる取付け
Ｍ４ネジによる２箇所固定により固定することが出来ます。締め付けトルクは0.49N・m以下にしてください。

■取付け
『照明ケーブル側コネクタの突起部分』と『コント
ローラ側のチャンネル表示マーク』の位置を合わせ、
カチッと音がするまで差し込みロックします。

■取外し
『照明ケーブル側コネクタの突起部分』を矢印←
の方向に押さえながら、まっすぐに引っ張ります。

■DINレールへの取付け
35mm幅のDINレールに、ワンタッチで着脱することができます。

■端子台の接続
1.マイナスドライバを使用して、端子台上面両端のネジ
（2個）を緩め、端子台コネクタ（オス）を取り外す

2.信号線端（電線）を端子台コネクタ（オス）に差込み、
端子台コネクタ（オス）上面のネジ（4個）をマイナ
スドライバで締めて、電線を固定する
締付けトルク：0.22～0.25N・m
3.端子台コネクタ（オス）をコントローラ側の端子台コ
ネクタ（メス）に差込む
4.端子台コネクタ（オス）の左右のネジをマイナスドラ
イバで締めて固定する
締付けトルク：0.22～0.25N・m

■パラレルコネクタの接続

■入出力段回路図

１．定格/性能

２．設置について

３．照明との接続について

６．外形寸法図

４．配線について

５．各部の名称とはたらき

注１．対応形式詳細は弊社販売担当者にご確認ください。

商品名
入出力タイプ
商品形式
電源電圧
消費電力
出力チャンネル数
適合照明
調光方式

調光設定

外部インタフェイス

耐電圧
絶縁抵抗
周囲温度
周囲湿度
振動（耐久）
衝撃（耐久）
材質
保護構造
質量
付属品

常時発光
モード
トリガ発光
モード

ストロボ発光
モード
本体操作
リモート操作

形FL-STC10 形FL-STC15 形FL-STC20 形FL-STC25
NPN PNP NPN PNP

DC24V±10％（リップル成分含む）

形FL-□シリーズ（注1）
ストロボコントローラ電源ONの期間中、常時投光
PWM周波数：100KHz、調光ステップ：400段階
外部トリガの入力タイミングに同期して発光

発光期間：トリガ入力中常時、もしくは0.1～99.9ms（0.1ms刻み）
PWM周波数：100KHz、調光ステップ：400段階

外部トリガ入力タイミングに同期してトリガ発光モード比2倍以上の光量で発光
発光パルス幅：0.01～5ms（調整ステップ500段階）

スライドSWおよび十字キーによる調光モード設定および調光値設定
9ビットバイナリ入力による調光値入力
パラレル入出力コネクタ（D-SUB15ピン）

端子台（外部トリガ入力2極、電源電圧入力2極）
AC1000V　50/60Hz　1分間
20MΩ（100Vメガにて）

動作時：0～40℃、保存時：－15～＋60℃（ただし、氷結、結露しないこと）
動作時・保存時：35～85%RH（ただし、結露しないこと）
10～150Hz　（複振幅0.7mm）　X,Y,Z各方向　80分
150m/s2　6方向　各3回（上下・左右・前後）

筐体：ポリカーボネイト（PC）
IP20（IEC60529)

本体：約100g、梱包状態：約170g
取扱説明書、端子台コネクタ

照明コントローラ1CH接続タイプ

最大36W、1.5A（照明部含む）
1

照明コントローラ2CH接続タイプ

最大72W、3A（照明部含む）
2

FL-STC□□形
画像処理専用照明FLシリーズ
照明コントローラ

（2）取外し時
１.コントローラの入出力コード側のフックを下に引く
２.入出力コード側から持ち上げて、DINレールから外す

【重要】
・DINレールに取付け後、両脇にエンドプレート
を取付けてください。

【重要】
・配線は正しく行って下さい。故障の原因になります。

【重要】
各入力信号は、必ず最小入力期間(ms)以上、連続で入力してください。最小入力期間未満の入力は認識
されない場合があります。

【重要】
外部入出力線のGND（0V）は、本製品の電源GND（0V）と接続して、共通でご使用ください。

（＊1）照明発光トリガ入力は、同一機能の入力がパラレルコネクタ（DI13、DI14ピン）にもあります。トリガ入力
を使用する場合、入力線は端子台か、パラレルコネクタのどちらか一方のみに接続してください。両方の入力
線を同時に使用することは出来ません。

（＊2）照明発光トリガ入力にチャタリングや波形割れが生じた場合は、その波形のON/OFFに追従して意図しないタ
イミングで照明が発光する可能性があります。

【重要】
・3、4ピンには次の仕様に適合する電源を使用して下さい　DC24V（21.6～26.4V）
・電源は、高電圧が発生しないように対策（安全超電圧回路）された直流電源装置から供給してください。
システム全体でUL認定が必要なときは、ULクラスⅡの直流電源装置をお使い下さい

（＊1）照明発光トリガ入力は、同一機能の入力が端子台（1、2ピン）にもあります。トリガ入力を使用する場合、入力線はパラ
レルコネクタか、端子台のどちらか一方のみに接続してください。両方の入力線を同時に使用することは出来ません。

（＊2）照明発光トリガ入力にチャタリングや波形割れが生じた場合は、その波形のON/OFFに追従して意図しないタ
イミングで照明が発光する可能性があります。

（＊3）後述『８．パラレル入力による調光レベルの設定方法』をご参照ください。
（＊4）メモリ機能「ON」設定時：調光データを内蔵メモリに保存します。（電源OFF→再ON時も最新データを保持します。）
           メモリ機能「OFF」設定時：調光データを内蔵メモリに保存しません。（電源OFFすると前回保存データを保持します。）
　        メモリ機能「ON」「OFF」の詳細・設定方法は後述『７．設定方法』をご参照下さい。

(1)CONT/TRIGモード時
調光データをD9～D1の9bitバイナリデータ
で指定。指定可能範囲は1～400（バイナリ：
000000001～110010000）の400段階

(2)STBモード時
ストロボ発光時間をD9～D1の9bitバイナリ
データで指定。指定可能範囲は0.01～5ms
（1～500、バイナリ：000000001～
111110100）の500段階

各bitはONで1、OFF（解放）で０に設定可能

【重要】
・コネクタ内の端子には触れないで下さい。
故障の原因になります。

【注意】
取り外し時に、ケーブルを握って無理な力でひっ
ぱらないでください。断線の原因になります。

1

2
1

2

エンドプレート

・DIN レール取付時寸法

DIN レール（別売）
形PFP-100N（1m）
形 PFP-50N（0.5m）
形 PFP-100N2（1m）

(3
0.
6)

(3.4)

固定用穴

固定用穴

1CH表示マーク

2CH表示マーク

①突起部を押してロック
解除
②そのまままっすぐにひ
き抜く

取付穴加工寸法
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2-M4
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PLC、PCなどの制御機器の
I/Oに接続

パラレルコネクタ
（ミニD-SUB15ピン
タイプ（メス））

DI1

DI2

DI3

DI4

DI5

DI6

DI7

DI8

DI9

DI10

DI11

DI12

DI13

DI14

D1

D2

D3

D4

D5

D6

D7

D8

D9

CLR

SEL

SAVE

TRIG1

TRIG2(＊2)

DO1 ERR

1

2

3

TRIG1

TRIG2(＊2)

24VDC

4 0V
DC24V

パラレルコネクタ

端子台

内
部
回
路

負荷

DI1

DI2

DI3

DI4

DI5

DI6

DI7

DI8

DI9

DI10

DI11

DI12

DI13

DI14

D1

D2

D3

D4

D5

D6

D7

D8

D9

CLR

SEL

SAVE

TRIG1

TRIG2(＊1)

DO1 ERR

1

2

3

TRIG1

TRIG2(＊1)

24VDC

4 0V DC24V

パラレルコネクタ

（＊１）形FL-STC10（1CHタイプ）では使用しません （＊２）形FL-STC15（1CHタイプ）では使用しません

端子台

・NPNタイプ（形FL-STC20/10）

・電気的仕様

・PNPタイプ（形FL-STC25/15）

内
部
回
路

負荷

PARALLEL

DI11 DI12 DI13 DO1DI14
DI6 DI7 DI8 DI10DI9

DI1 DI2 DI3 DI4 DI5

ピン配置

30 64.9

注１．形FL-STC10/15（1CHタイプ）にはこのコネクタはありません （単位：mm）

2-φ4.4×5.4 長円（取付穴） 照明接続用コネクタ（CH1）

照明接続用コネクタ（CH2） 注1

電源供給用コネクタ

5.5（取付穴面）

(22.5)

98 80

(8
9.
9)

（2）照明接続用コネクタ：
CH2の照明を接続します
(形FL-STC10/15にはありません）

（1）照明接続用コネクタ：
CH1の照明を接続します

（3）パラレルコネクタ：
外部機器からの設定デー
タ入力、およびエラー状
態の出力用です

（4）端子台：
DC24Vの外部電源と、
外部発光トリガ入力
を接続します

（5）DINレール
固定用フック

操作部（＊）

表示部（＊）

（6）CH1照明発光LED：
CH1照明発光時に点灯します。また、CH1の発光条件設定時には点滅します。
点灯色は緑

（7）CH2照明発光LED：
CH2照明発光時に点灯します。また、CH2の発光条件設定時には点滅します。
点灯色は緑

（＊）操作部と表示部

（8）状態表示デジタル：
照明発光時は調光レベルを、設定時はメニューや設定値を表示します。
点灯色は赤

（9）モード切替スイッチ：
常時発光⇔外部トリガ発光切替をCONTモード⇔TRIGモードで行います。ま
たSETモードでは発光条件の詳細設定を行います

（10）十字キー：
調光レベルの変更など、発光条件を設定するための操作キーです

（11）CH/ENTキー：　　　　　　　　　
・CONT、TRIGモードではデジタル表示の対象CHが切替ります
・SETモードでは確定キーになります

端子台コネクタ（オス）

端子台コネクタ（メス）

（＊3）

0.5
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このたびは、本製品をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
ご使用に際しては、次の内容をお守りください。
　・電気の知識を有する専門家がお取り扱いください。
　・この取扱説明書をよくお読みになり、十分にご理解のうえ、正しくご使用ください。
　・この取扱説明書はいつでも参照できるよう大切に保管してください。

2154861-2E

1

※弊社にて加工済みのパラレル接続ケーブルを
　準備しております。
形FL-XCP2（ケーブル長：2m）



■発光モードの選択
本製品は、下記（１）～（３）の３通りの発光モードを有します。ご使用条件に応じ選択して下さい
（１）常時発光モード（CONTモード） ：本製品にDC24Vの電源電圧を供給している期間中、常時発光します
（２）外部トリガ発光モード（TRIGモード）：外部トリガ入力（信号名：TRIG1、TRIG2）に応じて発光します
（３）ストロボ発光モード（STBモード） ：外部トリガ入力（信号名：TRIG1、TRIG2）に応じてTRIGモードの２倍以上の明るさで発

光します

■各モードの発光条件設定
（１）常時発光モード（CONTモード）
・モード切替スイッチを『CONT』位置にすると常時発光モードになります

・照明の明るさ（調光レベル）の設定
操作キーでデジタル表示の値を増減することで調整ができます。
調整可能範囲は1～399、ALLの400段階になります
数値が大きいほど明るく発光し、ALLで最大となります

・操作キーの入力に応じ、デジタル表示の値が変化します。この
とき、照明の光量もデジタル表示値に対応した明るさにリアル
タイムに変化しますので、実際の明るさを確認しながら値を決
定してください

・操作キーの入力に応じ、デジタル表示の値が変化します。この
とき、照明の光量もデジタル表示値に対応した明るさにリアル
タイムに変化しますので、実際の明るさを確認しながら値を決
定してください

・設定対象CHの切替
CH/ENTキーを押下する毎に、有効CHがCH1⇔2間で交互に切り替
わります（＊）
（＊）CH/ENTを押した直後から１秒間、切替後のCHをデジタル表

示するので、これを確認することで有効CHが確認可能です

７．設定方法

１1．エラーメッセージ

１０．キーロック機能について

８．メモリ機能について

【重要】
・調光レベル設定時は、必ず上記タイミングチャートの条件通りに各信号を入力してください。条件を満たしていない場合、正しく設定されません。
・TRIG1/TRIG2入力ON中は、調光レベルが正しく設定されない場合があります。TRIG1/TRIG2入力OFF中に設定してください。

【注意】
上記発光タイミング以外にも、電源投入直後の起動時およびモード切替スイッチ位置をCONT⇒TRIG、SET⇒TRIGに切り替えた直後にも、一瞬
LEDが点灯しますので、直視されないようにご注意ください。

【注意】
上記発光タイミング以外にも、電源投入直後の起動時およびモード切替スイッチ位置をCONT⇒TRIG、SET⇒TRIGに切り替えた直後にも、一瞬
LEDが点灯しますので、直視されないようにご注意ください。

【重要】
CH1もしくはCH2の一方をSTBモードに設定すると他方のCHも自動的にSTBモードに設定されます。CHの一方のみSTBモード、他方をTRIGモ
ードとする設定は行えません。

【重要】
・値決定後、５秒間キー入力がない状態が継続すると、
デジタル表示値を「ユーザ様が設定したい値」と判
断してオートセーブします

【重要】
・値決定後、５秒間キー入力がない状態が継続すると、
デジタル表示値を「ユーザ様が設定したい値」と判
断してオートセーブします

① モード切替スイッチを『SET』の位置にする

② 下記操作フローに沿って設定する

・発光遅れ時間：0ms～999msの範囲で、1ms刻みで設定可能。初期値は0msです。（＊）
・発光パルス幅：TRIG1（もしくはTRIG2）入力期間中常時点灯する「ALL」設定か、もしくは0.1ms～99.9msの範囲で時間設定が可能です

初期値は「ALL」です（＊）
（＊）発光遅れ時間および発光パルス幅の設定はセットモードで行います。以降に設定手順①～③を示します

TRIG1
（もしくはTRIG2）

ON

発光遅れ時間(Tdelay)

発光パルス幅(Tpulse-on)発光パルス幅(Tpulse-on)

発光遅れ時間(Tdelay)

OFF

発光

消灯

照明CH1
（もしくは照明CH2）

ONLIGHTING OFF

SETTRIG

CONT

（２）外部トリガ発光モード（TRIGモード）
・モード切替スイッチを『TRIG』位置にするとトリガ発光モードになります

（３）ストロボ発光モード（STBモード）
・下記手順①～③に従い設定するとストロボ発光モードになります

ONLIGHTING OFF

SETTRIG

CONT

ONLIGHTING OFF

SETTRIG

CONT

① モード切替スイッチを『SET』の位置にする

② 下記操作フローに沿って設定する

ONLIGHTING OFF

SETTRIG

CONT

③ 設定完了後、モード切替スイッチを『TRIG』の位置に戻すと、
外部トリガ発光モードで動作を開始する

ONLIGHTING OFF

SETTRIG

CONT

ONLIGHTING OFF

SETTRIG

CONT

ONLIGHTING OFF

SETTRIG

CONT

・操作キーの役割
（UP）キー ：値を大きくします。

長押しで更新スピードが速くなります
（DOWN）キー：値を小さくします。

長押しで更新スピードが速くなります
（LEFT）キー ：設定桁を左に移動します
（RIGHT）キー：設定桁を右に移動します

CH/ENT

・設定対象CHの切替
CH/ENTキーを押下する毎に、有効CHがCH1⇔2間で交互に切り替
わります（＊）
（＊）CH/ENTを押した直後から1秒間、切替後のCHをデジタル表

示するので、これを確認することで有効CHが確認可能です

CH/ENT

・発光タイミングチャート（TRIGモード）
外部トリガ入力（信号名：TRIG1、TRIG2）に応じ、下記の通り発光します

TRIG1
（もしくはTRIG2）

ON

ストロボ発光幅（ms）
トリガ再入力無効期間（ms） ・ストロボ発光幅：0.01～5(ms)で0.01ms刻みで設定可能

・（トリガ再入力無効期間）＝（ストロボ発光幅）×12倍

発生パルス幅設定期間内でTRIGが再入力された場合、
無視されます（「ALL」設定時を除く）

OFF

発光

消灯

照明CH1
（もしくは照明CH2）

TRIG1
（もしくはTRIG2）

照明CH1
（もしくは照明CH2）

SAVE信号

もしくは

CH/ENTキーを５秒間長押しで
キーロック有効

右端にドットが点灯すると
キーロックの状態です

・発光タイミングチャート（STGモード）
外部トリガ入力（信号名：TRIG1、TRIG2）に応じ、下記の通り発光します

・タイミングチャート

■キーロックの設定
モード切替スイッチが「CONT」もしくは「TRIG」
の状態で、CH/ENTキーを５秒間押し続けると、キ
ーロックの状態になります。

キーロックの状態では、CH/ENTキー押下によるデ
ジタル表示対象CHの切替えのみ有効で、それ以外の
一切のキー入力を受付なく出来ます。

■キーロックの解除
キーロック有効の状態でCH/ENTキーを５秒間押し
続けると、キーロックを解除します。

９．パラレル入力による調光レベルの設定方法

ピンNo.
DI1
DI2
DI3
DI4
DI5
DI6
DI7
DI8
DI9
DI11
DI12

信号名
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7
D8
D9
SEL
SAVE

信号の方向
入力
入力
入力
入力
入力
入力
入力
入力
入力
入力
入力

機能
調光データ1bit目（最下桁）
調光データ2bit目
調光データ3bit目
調光データ4bit目
調光データ5bit目
調光データ6bit目
調光データ7bit目
調光データ8bit目
調光データ9bit目（最上桁）
調光ＣＨ選択入力（OFF：CH1、ON：CH2）
メモリ機能「ON」設定時：調光データを内蔵メモリに保存します。（電源OFF→再ON時も最新データを保持します。）
メモリ機能「OFF」設定時：調光データを内蔵メモリに保存しません。（電源OFFすると前回保存データを保持します。）
メモリ機能「ON」「OFF」の詳細・設定方法は先述『７．設定方法』をご参照下さい。

(1)CONT/TRIGモード時
調光データをD9～D1の9bitバイナリデータで指定。
指定可能範囲は1～400（バイナリ：000000001～110010000）の400段階

(2)STBモード時
ストロボ発光時間をD9～D1の9bitバイナリデータで指定。
指定可能範囲は0.01～5ms（1～500、バイナリ：000000001～111110100）の
500段階

パラレルコネクタの入力信号を用いることで、接続機器から
リモートで下記（１）、（２）の設定が可能です。
　（１）常時発光（CONT）モード時および外部トリガ発光

（TRIG）モード時・・・調光レベル
　（２）ストロボ発光（STB）モード時・・・ストロボ発光期間
設定に使用する信号と手順は、下記の通りです。
　・Ｄ１～Ｄ９の9ビットでバイナリデータを入力

↓
　・ＳＥＬでＣＨを選択

↓
　・ＳＡＶＥ信号をＯＮすると、データを確定し、更新する

・照明の明るさ（調光レベル）の設定
操作キーでデジタル表示の値を増減することで調整ができます。
調整可能範囲は1～399、ALLの400段階になります
数値が大きいほど明るく発光し、ALLで最大となります

・設定対象CHの切替
CH/ENTキーを押下する毎に、有効CHがCH1⇔2間で交互に切り替
わります（＊）
（＊）CH/ENTを押した直後から１秒間、切替後のCHをデジタル表

示するので、これを確認することで有効CHが確認可能です

2CH→1CHに
切替えた場合の表示

1CH→2CHに
切替えた場合の表示

・操作キーの役割
（UP）キー ：値を大きくします。

長押しで更新スピードが速くなります
（DOWN）キー：値を小さくします。

長押しで更新スピードが速くなります
（LEFT）キー ：設定桁を左に移動します
（RIGHT）キー：設定桁を右に移動します

CH/ENT

CH/ENT

2CH→1CHに
切替えた場合の表示

1CH→2CHに
切替えた場合の表示

2CH→1CHに
切替えた場合の表示

1CH→2CHに
切替えた場合の表示

「発光パルス幅」の設定

③ 設定完了後、モード切替スイッチを『TRIG』の位置に戻すと、
ストロボ発光モードで動作を開始する（＊）

（＊）ストロボ発光モードが選択されて
いる場合、モード切替スイッチが
『TRIG』の位置で、デジタル表示
が『Stb』となるので確認可能です

ONLIGHTING OFF

SETTRIG

CONT

SAVE

SEL

D1～D9

ON

0.5ms以上必要

D1～D9、SELの各信号は、SAVE信号のONタイミング
より前で値を確定し、かつSAVE信号のOFFタイミング
以降まで保持させてください

OFF

キーロック有効の状態で、
CH/ENTキーを５秒間長押しで
キーロック解除

右端のドットが消灯します

CH/ENT

本製品のデジタル表示に出力されるエラーメッセージとその処置について記載します

▲キー

▲キー

▼キー

▼キー

▲キー
CH/ENTキー

CH/ENTキー
CH/ENTキーで値を確定

CH/ENTキーで値を確定▼キー

「発光遅れ時間」の設定

「発光パルス幅」の設定
十字キーで値を変更。初期値は『ALL』
変更範囲：・0.1ms～99.9ms（時間指定）

・ALL（TRIG1,2の入力中常時発光）

十字キーで値を変更。初期値は『0ms』
変更範囲：・0ms～999ms（時間指定）

CH/ENTキー

CH/ENTキーで値を確定

設定「OFF」の確認

『OFF』になっていることを確認。初期値は『OFF』
もし『ON』になっている場合は▼キーで『OFF』に変更

▲キー

▲キー
CH/ENTキー

CH/ENTキーで値を確定▼キー

「メモリ機能」の設定

内蔵メモリに調光データ保持の有無を設定。初期値は『OFF』
「ON」にする場合は▼キーで「ON」に変更▼キー

▲キー

▲キー▼キー

▲キー

CH/ENTキー ▲キーで「ON」を選択した後、CH/ENTキー

CH/ENTキー

CH/ENTキー

CH/ENTキーで値を確定

CH/ENTキーで値を確定

CH/ENTキーで値を確定

▼キー

本項目の設定は不要です

本項目の設定は不要です

ストロボ発光条件の指定

十字キーで値を変更。初期値は『ALL』
変更範囲：・0.1ms～99.9ms（時間指定）

・ALL（TRIG1,2の入力中常時発光）

十字キーで値を変更。初期値は『0ms』
変更範囲：・0ms～999ms（時間指定）

十字キーで値を変更。
初期値は『0.01ms』
変更範囲：0.01ms～5.00ms（時間指定）

▲キー

▲キー

▲キー

▲キー▼キー CH/ENTキーで値を確定

CH/ENTキー

「メモリ機能」の設定

内蔵メモリに調光データ保持の有無を設定。初期値は『OFF』
「ON」にする場合は▼キーで「ON」に変更

Er1

Er2

Er3

Er4

Er5

Er6

Er7

照明CH1に過電流が流れています

照明CH2に過電流が流れています

照明CH1、CH2の両方に過電流が流れています

パラレル入力による調光データのライトエラー
です

照明CH1が未接続です

照明CH1、CH2両方が未接続です

外部入力電圧が定格（26.4V）を超過

・照明への電圧出力を停止
・エラー出力(パラレルコネクタ ピンNo.：Do1、信号名：ERR)をON

・照明への電圧出力を停止
・エラー出力(パラレルコネクタ ピンNo.：Do1、信号名：ERR)をON

・照明への電圧出力を停止
・エラー出力(パラレルコネクタ ピンNo.：Do1、信号名：ERR)をON

・照明への電圧出力を停止
・エラー出力(パラレルコネクタ ピンNo.：Do1、信号名：ERR)をON

・照明への電圧出力を停止
・エラー出力(パラレルコネクタ ピンNo.：Do1、信号名：ERR)をON

・照明への電圧出力を停止
・エラー出力(パラレルコネクタ ピンNo.：Do1、信号名：ERR)をON

・照明への電圧出力を停止
・エラー出力(パラレルコネクタ ピンNo.：Do1、信号名：ERR)をON

・一旦電源を切り、接続状態の確認（本製品に適合した照明を接続して
いるか、接続状態に異常はないか）の上で電源を再起動してください
※本製品に適合した照明を接続しており、接続状態に問題ないにも
かかわらずエラーが解消されない場合、照明もしくは本製品の故障が
考えられます

・エラー出力解除(パラレルコネクタ ピンNo.：DI10、信号名：CLR)を
入力してください
※エラー解除の後、正しいパラレル調光データを再入力してください
・一旦電源を切り、本製品に適合した照明を正しく接続の上、電源を
再起動してください

・一旦電源を切り、本製品に適合した照明を正しく接続の上、電源を
再起動してください

・一旦電源を切り、適正な電圧の外部電源を準備の上、電源を再起動
してください

エラー表示
（デジタル）

エラーの原因 エラー時の動作 復帰方法

メモリ保存時間(2s)

トリガ入力無効時間

ON
OFF

ON
OFF

発光
消灯

本機能は外部制御時のみ適用されます。
・「ON」設定時：調光データを内蔵メモリに保存します。  
     電源OFF→再ON時も最新データ保持します。
    なお、メモリ保存には2秒必要ですので、「SAVE」信号
    入力後、TRIG信号の入力は2秒以上の時間をとってください。
・「OFF」設定時：調光データを内蔵メモリに保存しません。  
     電源OFFすると前回保存状態に戻ります。

・タイミングチャート

ご承諾事項

　　　　　　　　インダストリアルオートメーションビジネスカンパニー　

当社商品は、一般工業製品向けの汎用品として設計製造されています。従いまして、次に
掲げる用途での使用を意図しておらず、お客様が当社商品をこれらの用途に使用される際
には、当社は当社商品に対して一切保証をいたしません。ただし、次に掲げる用途であって
も当社の意図した特別な商品用途の場合や特別の合意がある場合は除きます。
(a) 高い安全性が必要とされる用途（例：原子力制御設備、燃焼設備、航空・宇宙設備、鉄
道設備、昇降設備、娯楽設備、医用機器、安全装置、その他生命・身体に危険が及び
うる用途）

(b) 高い信頼性が必要な用途（例：ガス・水道・電気等の供給システム、24時間連続運転
システム、決済システムほか権利・財産を取扱う用途など）

(c) 厳しい条件または環境での用途（例：屋外に設置する設備、化学的汚染を被る設備、
電磁的妨害を被る設備、振動・衝撃を受ける設備など）

(d) カタログ等に記載のない条件や環境での用途

*(a)から(d)に記載されている他、本カタログ等記載の商品は自動車（二輪車含む。以下同
じ）向けではありません。自動車に搭載する用途には利用しないで下さい。自動車搭載
用商品については当社営業担当者にご相談ください。

*上記は適合用途の条件の一部です。当社のベスト､総合カタログ､データシート等最新版
のカタログ、マニュアルに記載の保証･免責事項の内容をよく読んでご使用ください。

ｖ 2014年7月A

●その他のお問い合わせ
納期・価格・サンプル・仕様書は貴社のお取引先、または貴社
担当オムロン販売員にご相談ください。
オムロン制御機器販売店やオムロン販売拠点は、Webページで
ご案内しています。

●製品に関するお問い合わせ先
クイック オムロン

0120-919-066
　■営業時間：8:00～21:00　　　■営業日：365日

●FAXやWebページでもお問い合わせいただけます。

携帯電話・PHS・IP電話などではご利用いただけませんので、下記の電話番号へおかけください。

電話 055-982-5015（通話料がかかります）

お客様相談室

 FAX 055-982-5051 / www.fa.omron.co.jp


